もはや、 たすかる 道理 は 無い。 

この 遭難者の 美しい 行為 を、 一体、 誰が 見て いたの 

だろう。 誰も 見て やしない。 燈台守 は 何も 知らずに 一 

家 団欒の 食事 を 続けて いたに 違いない し、 遭難者 は 怒 

濤に もまれて (或いは 吹雪の 夜であった かも 知れぬ) 

ひとりで 死んで いったの だ。 月 も 星 も、 それ を 見て い 

なかった。 しかも、 その美し い 行為 は 厳然たる 事実と 

して、 語られて いる。 

言い かえれば、 これ は 作者の 一 夜の 幻想に 端 を 発し 

て いるので ある。 

けれども、 その 美談 は 決して 噓 ではない。 たしかに、 
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